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健
全
で
活
力
あ
る
明
日
を
目
指

し
た
行
財
政
改
革

　

市
町
村
合
併
の
特
例
期
間
が

終
わ
る
平
成
26
年
度
以
降
、
段

階
的
に
地
方
交
付
税
が
削
減
さ

れ
、
今
後
の
財
政
運
営
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

第
９
次
行
財
政
改
革
で
は
、

こ
う
し
た
課
題
に
対
応
で
き
る

よ
う
限
ら
れ
た
財
源
と
人
材
を

有
効
に
活
用
し
、
将
来
に
責
任

を
持
て
る
よ
う
に
中
長
期
的
な

視
点
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

大
綱
は
６
年
間
の
行
財
政
改

革
の
取
り
組
み
方
針
を
定
め
る

も
の
で
、
策
定
後
、
前
期
計
画

（
３
年
）
策
定
に
着
手
し
、
具

体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

意
見
募
集
中

　

第
９
次
大
綱
案
の
資
料
は
行

財
政
改
革
推
進
室
ま
た
は
各
支

所
市
民
生
活
課
で
配
布
し
て
い

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
行
財

政
改
革
に
対
す
る
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い（
７
月
末
ま
で
）。

大
綱
案
を
諮
問

　

平
成
22
～
27
年
度
の
行
財
政

改
革
基
本
計
画
で
あ
る
「
第
９

次
行
財
政
改
革
大
綱
案
」
を
策

定
し
、
津
山
市
行
財
政
改
革
推

進
委
員
会
に
諮
問
し
ま
し
た
。

大
綱
の
３
つ
の
柱

（
取
り
組
む
内
容
）

１
行
政
経
営
基
盤
の
強
化

　

①
業
務
の
簡
素
化
・
合
理
化

　

②
定
員
・
給
与
の
適
正
化

　

③
組
織
・
機
構
の
見
直
し

　

④
公
営
企
業
、
外
郭
団
体
等

の
経
営
健
全
化

２
財
政
基
盤
の
強
化

　

①
事
業
仕
分
け
・
事
務
事
業

の
見
直
し

　

②
補
助
金
、
使
用
料
・
手
数

料
等
の
見
直
し

　

③
施
設
の
見
直
し

　

④
歳
入
増
の
取
り
組
み
強
化

３
地
域
力
強
化
と
市
民
協
働
の

　

推
進

　

①
共
創
・
協
働
の
ま
ち
づ
く

り

　

②
民
間
活
力
の
有
効
活
用

　

③
市
民
満
足
度
の
向
上

問
い
合
わ
せ
先　

行
財
政
改
革
推
進
室
薊
32
‐
２
０
２
８

　車社会となる中で衰退してきた公共交通。津山市においても公共交通の利用者は10人当たり１人にとどまり、
分かりにくく利用しづらい状況となっています。今後、本格的な高齢社会を迎えるうえで、交通弱者の足をど
のように確保していくかは、市の大きな課題の一つです。
　昨年度、アンケートや地域協議などを実施して見直しを進め、３月に「津山市地域公共交通総合連携計画」
を策定しました。無駄を廃して効率的に再編し、利便性を向上することで利用を促進していきます。
　今後３年間で「地域公共交通活性化・再生総合事業」として順次実施し、安心して暮らせるまちづくりを進
めます。

　　①支所間バスを利用の多い施設で折り返すことで増便。路線の重複を避
け、循環線と接続することで、分かりやすい体系にします

　　②中心部に住む高齢者の買物や通院の利便性を確保するため、低床バス
の小循環線を運行します

　　③福祉バスなどを有料化とすることで受益者負担を適正化。地域の実情
に応じた運行をします

　　④路線重複・運賃格差解消のため、市営バスを民間路線とします

問い合わせ先　交通政策課薊32-2075
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60
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
間
、
本
人
の
申

し
出
に
よ
り
国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険

料
を
納
め
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
額
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象　

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
人
。

①
国
内
に
住
所
が
あ
る
60
歳
以
上
65
歳

未
満
の
人
②
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上

げ
支
給
を
受
け
て
い
な
い
人
③
20
歳
か

ら
60
歳
ま
で
の
年
金
保
険
料
の
納
付
月

数
が
４
８
０
月
未
満
の
人

保
険
料　

月
額
１
５
１
０
０
円
（
平
成
22

年
度
）。
月
額
４
０
０
円
の
付
加
保
険

料
を
上
乗
せ
し
て
、
年
金
額
を
増
や
す

こ
と
も
で
き
ま
す
（
原
則
口
座
振
替
）

申
請
方
法　

年
金
手
帳
、
口
座
振
替
を

希
望
す
る
通
帳
・
届
け
出
印
を
持
っ
て
、

保
険
年
金
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活

課
で
手
続
き

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課
（
市
役
所

１
階
６
番
窓
口
）
薊
32
‐
２
０
７
２

　

こ
れ
か
ら
年
金
を
受
け
取
る
60
～
65
歳
の
人
へ

　
　
　
　
　
　
　
　

国
民
年
金
を
増
や
し
ま
せ
ん
か

　

県
内
の
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
は
平
成

16
年
中
に
最
悪
の
数
字
を
記
録
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
減
少
傾
向
に
は
あ
り
ま
す
が
、

い
ま
だ
に
１
億
円
を
超
え
る
被
害
（
平
成

21
年
中
）
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

犯
罪
の
手
口
も
巧
妙
化
・
多
様
化
し
て
お

り
、
依
然
と
し
て
憂
慮
す
べ
き
状
況
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
振
り
込
め
詐
欺

撲
滅
の
推
進
力
と
な
る
条
例
が
４
月
に
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
民
の
役
割

　

○
自
分
や
身
近
な
人
が
振
り
込
め
詐
欺

の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
努
め
る

　

○
県
な
ど
が
実
施
す
る
被
害
防
止
に
関

す
る
施
策
に
協
力
す
る

　

○
事
業
者
（
金
融
機
関
や
宅
配
便
事
業

者
な
ど
）
が
行
う
注
意
の
喚
起
に
応

じ
る

　

被
害
防
止
に
関
す
る
留
意
事
項

　
《
Ａ
Ｔ
Ｍ（
現
金
自
動
預
け
払
い
機
）の
利
用
》

　

○
携
帯
電
話
を
使
用
し
な
が
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ

を
操
作
し
な
い

　

○
多
数
の
通
帳
な
ど
を
使
用
し
て
、
長

時
間
に
わ
た
り
、
ま
た
は
反
復
し
て

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
な
い

　

○
長
時
間
に
わ
た
り
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
占
拠
し

な
い

　

○
変
装
な
ど
、
容
姿
が
判
別
さ
れ
な
い

よ
う
に
し
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
な
い

　
《
宅
配
便
の
利
用
》

　

○
現
金
を
送
ら
な
い

問
い
合
わ
せ
先　

危
機
管
理
課
薊
32
‐
２

　

０
４
２
、
津
山
警
察
署
管
内
防
犯
連
合

会
薊
25
‐
０
１
１
０

岡
山
県
振
り
込
め
詐
欺
被
害
防
止
条
例
が
施
行
さ
れ
ま
し
た

死亡した人の市税
に関する証明書の
交付について

　　　　先日、相続手続きのために、死
　　　亡した父名義の固定資産評価証明
書を交付してもらいに市役所の税証明窓
口に行ったところ「戸籍謄本を見せてく
ださい」と言われました。なぜ、戸籍謄
本が必要なのですか？

　　　　市税の証明書の交付には、本
　　　人が申請する場合は本人の印鑑と
身分証明のできるもの、代理人が申請す
る場合は本人の印鑑（法人の場合は代表
者印）または委任状と代理人の印鑑と身
分証明のできるものが必要です。
　死亡した人に関する市税の証明書を交
付するときには、民法に規定されている
相続人（相続する権利のある人）の印鑑
または委任状が必要となります。そのた
め、戸籍謄本等で相続人であるかどうか
の確認をしています。

問い合わせ先　納税課薊32-2012

食中毒予防の６つのポイント
　ポイント１　食品の購入
　　食品は新鮮なものを選び、購入したらすぐに持ち帰る
　ポイント２　家庭での保存
　　持ち帰った食品はすぐに冷蔵庫、冷凍庫に入れる
　ポイント３　下　準　備
　　台所や調理器具は清潔にし、せっけんで手を洗う
　ポイント４　調　　　　理
　　加熱調理は中心部の温度が85℃で１分間以上加熱する
　ポイント５　食　　　　事
　　料理を室温に放置せず、すぐに食べる
　ポイント６　残った食品
　　残った食品を温め直すときも十分に加熱する
　　少しでも怪しいと思ったら、食べずに捨てる
お弁当づくりの知恵

　○酢や梅干しなどの食材は細菌が増えるのを抑える効果が
あるといわれています。上手に活用しましょう

　○水分が多いと細菌が増える恐れがあります。おかずの汁
気はよく切ってお弁当箱に詰めましょう

　○よく冷ましてからふたをしましょう
　○できるだけ加熱調理した食品を入れるようにしましょう

問い合わせ先　健康増進課薊32-2069

第
９
次
津
山
市
行
財
政
改
革


